
卵子活性化について

当院では、高濃度のカルシウムイオン濃度が含まれている培養液に顕微授精（ICSI）後の卵子を浸漬する

ことで卵子活性化を行っています。

顕微授精（ICSI）を行っても受精率が悪い、または受精が得られない場合に行います。

精子が卵子の中に入った後（体外受精や顕微授精など受精方法は問わず）は、卵子の中の

カルシウムイオン濃度が増加します。これは、受精へ進むために必要な現象です。

しかし、精子が入ってもカルシウムイオン濃度が上昇しないことがあります。そのような場合は

受精が起こりません。

高濃度のカルシウムイオン濃度が含まれている

培養液に浸漬することで卵子の中へカルシウ

ムイオンの取り込みをサポートすることができ、

顕微授精で精子を注入した後の受精の進行

を促すことができます。

＊ 使用しても全ての卵子が受精するわけでは

ありません。
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ご不明な点がありましたら、医師または看護師にご相談ください。
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どのような時に必要？

受精のためには

カルシウムイオンが必要

卵子の中へカルシウム

イオンの取り込みをサポート
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